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Ｆ－21　　 家紋 営 の体 系墟 ± と象政 甘き 工．T 脊 会 家政俘・ 若学 的 考廉

郡 山で 大友 玖　 Ｏ影 山 即　 聞^  畠友　 須 田秀 幸　t6i'f&作 欠　 臭舷 均

目 的　 象政 侈 が`人間守 護 。''$- Tヽ ゐるｋ 定 義 さ れる 場 合、 で の中核 的 な哲 信的 含意､ぼ

、 家老 £いうｰも の が`可 舷性k し て、a-  た蝕 分･的 に しろ 実 眼的 にも フ受情 信 頼泰 が現べ

人 の人閣 性襄 欠とい う嫡神 肩 態 £ い々 しうる 最 欠・ 可 能性 左もフ と い 引 同奈 ＼' ゐる 。

だヵヽ ら 現八 家政 挙り今 日 的 皇蓼 慄k  今日 的 脊当 住a こ の点､にこ そ ある と いう指 滴ほ い

く ら洩 調 しで かしす ぎる こ と ･4 な い 瓦もい え る 。 し かし他 面 、視代 。家 庭 にPi い て、

そ れが 本゙来 的↓こ有寸 べ' き こう した非合 理的 感 崎 は、社 会 的 レ ベル で横 益寸 る
ぎ で
レい

人 闇 関廊 り 影 響･こよ っ て、希 薄化 し、形 骸イしし つフ乃る 傾 向 左し のし ているJ: う にI

恩 える 。ま たこり こと､^  秘庭 の人 絹 闇係 が江 会 的 状池 り 反吠k い う側 面 とも フ こと 左

息 味し てい る 。

^ヽ くレ て象 の午if  在 の抜 襟 の八 の､こは どうし ても 社 者 しベ ノレで の守護 衣況 り 創 遼と

いう 家庭 内 着的 課 聖バ` 生まtX.てく る 。す な わち 、社 会 象政 信 への 旱謂 で■ ゐる 。今回 の

そ表 μ こ のＪ う な社奮 家諒-S の､丿ヽ 要技 の諭 拠 に計 測課題 に つい て若 子 の彦 島 £試 今よ

う とす る も ので ある 。

方汰　 文 献研 究 に=r る 。

成 果I) 家政 俘は 対象 領 践 と し て社会 的 専効 と も 乞摂 しうる 浦放 体 糸 でヽりn  れぼな

らない こと 、2) 家庭 の守 護ti  色捕 岸 する だ の1こほ 自光 性k  両 埴り 共月 を基盤L  する ユ

ミこ､－ニテ1    l.創 圭す る,);{･ 孚 びゐ る こと 、3) かヽ く し て、 社 会 象政 勝中･ロ テ ーマはa   ミュ

ニテ1  創 ま で'ゐる 。

F－22　　　　　 象良孝 の体糸M はk 家 攻暫き 工
工現ｲｽﾞ日本 文学 における家庭把握k  侭郷希求

郡山tr 又家政　 ○乖妨均　 関 口富友　須 田秀孝　 高館作欠　影 山弥
目的　 日本 のと べ 文孝la 家族利国衆主義ヽり 下で･ 「 家 一に対 する 反抗 から恰まり、「

象」I? 旧遺徳｡、旧ね会 ヤのも のとして人間味 左祁ﾉΞした. そし て ’`家 」への反抗(J  ■’

･il家I へ<r> 反抗 に通じてい っr-。しt しヽ欽戦にk もなﾚ 家ヽ族制 国家 主義が`崩濃するi:

亜･)、従来 の「‘ 家-I itf 崩壊レ、新 たな ’‘ 象庭 」が生音れた 。文 の権鳥 り 気色､こ対し て

ヽ母 が`クD    -ズフ ップ きれろ ごと になるり でゐゐ 。現八 文化 ほ「 秦 三の新 人」の文孝

を中心とし てヽ 家遷i:: おa  ろそk  チの関 係を獄 にしそ の様相 と適きla-り にす る。現ぺ

文ざ1.  ま して、現ｲﾍﾞn 秘庭 と把握 し現代 人の故郷表天I- 対する 一方の頌神状ま で`ゐる

故郷弗求£指摘する 、

方広　 日本 犬序文こ ’φ̂ Ξ・）莉人」とす 類i れていろ 文-f;2: 中･い こ輩 る 。

成 果。 現べ人はヽ 象潟I" おいてX 性、必・ii-£栗天し個人 になろことび`圭成す べ■5遠

fl' ではなく 、引受 けねぱなら ぬ苛胎 な庶叉 に置き 汲ら れている 。現れ`文孝･芯r 釈庭J

と否定 していよう 、レｒ し刹 禿現べ人･J その涯 こわっ て3E きる ヰらぎの溥 て･■ ゐる玖郷

乙宏 く希 求し ているのて■■ はなかう うか.


